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項目

• デモ炉に求められる役割
• 核融合特有の事業構造への対応
• NASAの産官学連携：COTS

• JAXAの産官学連携

–宇宙デブリ回収実証プロジェクト
–宇宙探査イノベーションハブ
– J-SPARC
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JAXA石井康夫理事へのインタビューを参照して作成



デモ炉に求められる役割

• 原型炉、商業炉へつなげる実証の場
– 「ハイテクの塊」である核融合炉開発に必要なプロセス

• 産官学が協力する場
– 官が補助金以外のインセンティブを民間に提供して
投資を誘引する

• 研究でなく「事業化」を目的とする
– 研究プロジェクトの「屋上屋」を避ける
– 研究、知財、コスト、スピード、リスク負担のバランス実
現を目指す

• ITER、J T -60SAと異なる構造
– 官から民への「スペック提示・調達」と異なる方式
– 民のアイデアと開発成果の集結
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核融合特有の事業構造への対応
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出典：文科省 栗原研一技術参与資料
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NASAの産官学連携：COTS

• COTS: 「商業軌道輸送サービス」
– Commercial Orbital Transportation Services

• 「より早く、より良く、より安く」

• 政府出資を抑えて民間投資を誘発する仕組み

• 開発期間(6〜7年）を決めてテーマごとに民間のアイデ
アを募集、マイルストーン方式を採用

• ゴールを達成した企業←NASAが長期間の輸送契約を提
供することをコミットする

• 非契約アプローチ

• 成功例：Space X
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医薬品開発で多用されるマイルストーン

©2022 神戸大学 尾崎弘之 6

出典：アンジェス（株）有価証券報告書

＝バイオベンチャー企業
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出典：JAXA(2016)「商業軌道輸送サービス(COTS):宇宙飛行の時代
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出典：JAXA(2016)「商業軌道輸送サービス(COTS):宇宙飛行の時代
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出典：JAXA(2016)「商業軌道輸送サービス(COTS):宇宙飛行の時代



JAXAとベンチャー企業の連携

• JAXAが必要としている技術のRFIを民間に提示

• 民間のレスポンスを基にRFP作成、共同研究実施

• 最優先事項：研究成果を事業化に早く結びつけること

• JAXAはスペックを提示せずに民間に考えてもらう

• JAXAがマイルストーン審査を行う

• JAXAは補助金を提供せずに、成果を買い取る

• 民間は物納せずに、データ、研究成果を納入する

• 企業にとって宇宙分野以外の新規投資につながる
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CRD2プロジェクト：商業デブリ除去実証
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出典：JAXA (2021)「商業デブリ除去実証(CRD2)フェーズ１について



宇宙探査イノベーションハブ
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出典：JAXAホームページ

4つの研究分野に関して民間のアイデアを募集する共同研究＋出口設定



J-SPARC (JAXA)

©2022 神戸大学 尾崎弘之 13

出典：JAXAホームページ

民間からJAXAに対するアイデアを提供→共同研究を目指す



まとめ・課題

• デモ炉のスペックの決定
• デモ炉のインテグレーションを担う組織設定
• マイルストーンの審査体制
• 民間のアイデアを吸収する仕組み
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